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検討している。すなわち、予め作製した BCP-NPsを DEX溶液に浸漬し、DEXを BCP-NPsに吸着させる
方法と、BCP-NPs の形成溶液に DEX を添加し、DEX を BCP-NPs に内包する方法である。前者の方法
で得られたナノ粒子を DEX/BCP-NPs とし、後者の方法で作製したナノ粒子を DEX@BCP-NPs と表記す
る。次に、DEX/BCP-NPs と DEX@BCP-NPsへの DEX担持量と徐放速度を調べた。DEX@BCP-NPsは
DEX/BCP-NPs より多くの DEX を担持でき、より持続的な DEX の徐放ができた。ヒト骨髄由来の間葉系
幹細胞（MSCs）の培養に用いたところ、DEX@BCP-NPs は MSCs の増殖を促進し、アルカリホスファター
ゼ活性、カルシウム沈着および骨分化遺伝子の発現レベルは有意に上昇したことが分かった。したがっ
て、DEX を二相性リン酸カルシウムナノ粒子に封じ込める方法で作製した DEX@BCP-NPs は DEX の徐
放および幹細胞の骨分化に最も効果的であることが示された。本章で得られた結果は DEX を担持し、幹
細胞の骨分化に有用なナノ粒子キャリアの設計と調製に関する重要な知見である。 

















第 4 章では、骨組織と血管を同時に再生するために、マイクロ溝を導入した DEX@BCP-NPs/コラーゲ
ンを作製し、その効果について述べられている。一般に天然の骨組織には豊富な血管網が張り巡らされ
ている。したがって、大きな骨組織を再生するためには、血管を同時に再生することが不可欠である。ま










































平成 30 年 2 月 9 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
